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＃メッセージに込めた思い＃今後の展開
本庄市ブランドメッセージ

どこにでも行けるけど、ここにいたい。本庄

ロゴマークに込めた思い

広報紙での展開

ロゴマークの活用方法

Touch（目次ページ下段）

○想定される活用例

特集記事

×NG 例

　ブランドメッセージのロゴマークは、市民、団体、企業等の「本庄市

の魅力を伝えたいと思うすべての人」がイベント周知のチラシやオリジ

ナルグッズ等、広くお使いいただけます。

　使用にあたっては、「利用ガイドライン」をご確認ください。 利用ガイドライン

　このコーナーでは、毎号本庄で暮らす「ヒト」
にスポットライトをあて、その人の特色ある取
組や活動を紹介していきます。

　特にお知らせしたい情報については「特集記
事」として 1 ページ以上でご紹介！市内の「ヒト・
モノ・コト」にクローズアップしていきます。

▶
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「
里
山
」
っ
て
知
っ
て
る
？

　
皆
さ
ん
は
、
里
山
と
聞
く
と
、

ど
の
よ
う
な
場
所
を
思
い
浮
か
べ

ま
す
か
？

　「
わ
ら
ぶ
き
屋
根
と
田
園
風
景
」

「
自
然
と
近
い
と
こ
ろ
」
な
ど
人

に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
メ
ー
ジ

が
思
い
浮
か
ぶ
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
市
内
に
あ
る
里
山
の

持
つ
「
魅
力
や
大
切
な
役
割
」
に

つ
い
て
、
よ
り
理
解
を
深
め
て
も

ら
い
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
実
際

に
里
山
を
訪
ね
、
住
み
・
関
わ
る

人
た
ち
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
き

た
の
は
、
里
山
に
広
が
る
あ
ふ
れ

ん
ば
か
り
の
魅
力
、
そ
し
て
こ
の

地
域
に
関
わ
る
人
た
ち
の
営
み

が
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
緩
や
か

に
、
し
か
し
確
実
に
関
わ
る
姿
で

し
た
。

　
人
と
自
然
の
距
離
が
開
き
つ
つ

あ
る
「
今
」。
そ
の
間
に
存
在
す

る
里
山
の
魅
力
や
大
切
さ
に
つ
い

て
、
特
集
を
と
お
し
て
一
緒
に
知

り
、
考
え
、
そ
し
て
実
際
に
足
を

運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

人
と
自
然
の
間
に
存
在
す
る
里

山
の
移
り
変
わ
り

　
は
る
か
昔
か
ら
人
の
暮
ら
し
と

と
も
に
あ
っ
た
里
山
。

　
し
か
し
、
近
代
化
と
と
も
に
社

会
全
体
が
大
量
生
産
・
大
量
消
費

の
時
代
へ
移
り
変
わ
り
、
人
び
と

の
生
活
の
よ
り
ど
こ
ろ
が
里
山
か

ら
街
へ
移
り
ゆ
く
中
で
、
そ
の
あ

り
よ
う
も
少
し
ず
つ
変
化
し
て
い

き
ま
し
た
。

　
変
わ
ら
な
い
の
は
、
ど
れ
だ
け

離
れ
た
と
し
て
も
、
人
と
自
然
は

そ
の
関
わ
り
合
い
の
中
で
、
共
生

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

　
人
と
自
然
の
中
間
地
点
に
あ
り

続
け
る
今
の
里
山
は
、
人
に
と
っ

て
、
ま
た
自
然
に
と
っ
て
、
ど
の

よ
う
な
場
所
と
な
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

特集

児玉駅

本庄早稲田駅

本庄駅

　里山について、環境省のホームページで
は「自然と都市との中間に位置し、集落と
それを取り巻く森林や農地、ため池、草
原等で構成される地域。農業や林業等を
含めた里山周辺に住む人々の営みにより形
成され今日まで維持されてきた」とされてい
ます。

　県道44号線沿いを中心に
広がる自然豊かな環境が特徴
の本泉地区。地場産品を使っ
た手打ちそばとてんぷらを楽
しめるお店や、自然を全身で
感じられるハイキングコース等、
自然に包まれながらリフレッ
シュするのに最適です。

　文化財が多く存在し、自然
と歴史が調和した小平地区。
日本三大さざえ堂のひとつであ
る成身院百体観音堂を中心に
高窓の里等、里山の原風景を
楽しめる場所もあり、地域に息
づく伝統や文化を感じることが
できます。

里山ってどんなところ？

　中山間地域とも呼称されるこの里山で
は、実は日本全体でみれば耕地面積の約
４割を占め、農業生産の場としてだけでな
く、「資源生産・生物多様性の保全・文化
継承・心身のリフレッシュ」など、さまざ
まな機能があります。

市内に里山が存在
する主なエリア

里山の位置関係

　市内にある里山が持つ魅力や大

切さ。それを知るためには里山で暮

らし、関わる人たちの営みを知る必

要があります。

　ページをめくり、一緒に話を聞い

てみましょう。

私
た
ち
の里

山
写真：花桃と水仙の丘（児玉町太駄）

〔里山について知る① 里山概要編〕

都市 里山 奥山

児玉南部エリア

神川町

皆野町

稲
いなとりがわ

聚川 成身院百体観音堂

二松菴

ヤマツツジ

国道 462 号線

県道 44 号線

単色（黒） カラー

これまで今後　広報ほんじょうも、ブランドメッセージ・
ロゴマークの意匠を取り入れ、本号から「ま
ちを知るきっかけを作る情報紙」をテーマ
に、「より見やすく・伝わりやすい」デザイ
ンにリニューアルを行いました。
　今後も読者の皆さんにとっての「ここに
いたい」が感じられる紙面作りを目指して
いきます。

「どこにでも行けるけど、ここにいたい。」から「帰ってくる場所がある。」「居場所がある。」
と捉えられるイメージでデザイン

▶�手を挙げているデザインは、「行ってきます／行ってらっしゃい」「ただいま／おかえり」など、さまざまな人

物描写に捉えられ、市⺠のみなさんも外から関わる人も、受け入れられるまちの温かさを表現

▶�「ここにいたい」や「ふるさと」を表すシンボルとして、住家や駅舎、高窓の家とも思わせるデザインを使用

▶左右に伸びる線は、さまざまな本庄のヒト・モノ・コトにつながるような広がりを持たせている
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具体的には…

おいしいお米や野菜がとれる　肥沃な土壌
雄大に流れる川や山々に囲まれて、
ゆったりと暮らしながらも
高速道路や交通アクセスの良さで
仕事にも遊びにも　とっても便利
見上げる空も心地いい

これまでも、そして、これからも
皆さんのそれぞれの大切したいヒト・モノ・
コトがある。

そんな皆さんの思いが込められたブランド
メッセージ。
あなたにとっての、「ここにいたい」は何
ですか？

あなたにとっての、

「ここにいたい」は何ですか？

イベント

イベントチラシ / 名刺 / 封筒 / グッズ作成　等 縦横比は変えずに使用してください。

↑

↑

↑

↑

ブランドメッセージに込めた「皆さんが将来に渡って大切にしたい本庄の魅力」をイメー
ジとして形にするもの。

そもそもロゴマークって何？


